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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第156期

第３四半期
連結累計期間

第157期
第３四半期
連結累計期間

第156期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 100,274 97,321 145,044

経常利益 (百万円) 4,882 7,409 9,356

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,443 4,836 6,672

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,505 6,084 5,140

純資産額 (百万円) 83,974 89,303 85,344

総資産額 (百万円) 159,676 160,905 162,327

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 138.81 195.93 269.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 49.2 52.1 49.3
 

　

回次
第156期

第３四半期
連結会計期間

第157期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 46.12 69.13
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間のダイヘングループを取り巻く事業環境は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大

により厳しい状況となりましたが、半導体関連投資が堅調に推移いたしました。その結果、売上高は973億２千１百

万円となり対前年同四半期若干の減少（2.9％減）に留まり、利益面におきましては、コスト削減などにより営業利

益は61億８千４百万円（前年同四半期比16億４千万円増）となりました。また、経常利益は、持分法適用会社での

土地売却益の計上もあり74億９百万円（前年同四半期比25億２千６百万円増）となり、親会社株主に帰属する四半

期純利益につきましても、48億３千６百万円（前年同四半期比13億９千３百万円増）となりました。

セグメント別の状況につきましては、以下のとおりであります。

① 電力機器事業

コロナ禍の影響による東南アジアでの大形変圧器の据付工事や国内での工場受電設備更新の先送りがあり、売上

高は440億８千１百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。営業利益は、コスト削減などにより37億３千９

百万円（前年同四半期比３億３千３百万円増）となりました。

② 溶接メカトロ事業

中国では経済の回復が顕著となり産業用ロボットの販売が堅調に推移しましたが、その他の地域での自動車関連

投資の回復は低水準に留まり、売上高は271億９千６百万円（前年同四半期比14.7％減）となり、営業利益は16億９

百万円（前年同四半期比９億７千３百万円減）となりました。

③ 半導体関連機器事業

次世代通信規格５Ｇのインフラ整備に伴い様々な半導体関連投資が堅調に推移しておりますことから、売上高は

259億７百万円（前年同四半期比24.3％増）となり、営業利益は41億９千５百万円（前年同四半期比21億９千６百万

円増）となりました。

④ その他

売上高は１億４千９百万円、営業利益は５千４百万円で、前年同四半期からの大きな変動はありません。

 

(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、株式相場の上昇に伴い投資有価証券が増加したものの、受取手形及

び売掛金の減少により1,609億５百万円（前連結会計年度末比14億２千２百万円減）となりました。

負債合計は、支払手形及び買掛金や借入金などの減少により716億１百万円（前連結会計年度末比53億８千２百万

円減）となりました。

純資産合計は、利益剰余金の増加により893億３百万円（前連結会計年度末比39億５千９百万円増）となりまし

た。なお、自己資本比率は前連結会計年度末の49.3％から2.8ポイント上昇して52.1％となりました。
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(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は39億３千４百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社ダイヘン(E01750)

四半期報告書

 4/20



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 108,000,000

計 108,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,103,291 27,103,291
東京証券取引所
市場第一部
福岡証券取引所

単元株式数は
100株で

あります。

計 27,103,291 27,103,291 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年12月31日 － 27,103,291 － 10,596 － 10,023
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 － －

2,340,600

(相互保有株式)
普通株式 － －

202,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

244,548 －
24,454,800

単元未満株式
普通株式

－ －
105,791

発行済株式総数 27,103,291 － －

総株主の議決権 － 244,548 －
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式及び相互保有株式が次のとおり含まれております。

     自己保有株式                    41株

     相互保有株式   四変テック㈱    12株

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)      

㈱ダイヘン
大阪府大阪市淀川区田川
２丁目１番11号

2,340,600 － 2,340,600 8.64

(相互保有株式)      

四変テック㈱
香川県仲多度郡多度津町
桜川２丁目１番97号

202,100 － 202,100 0.75

計 － 2,542,700 － 2,542,700 9.38
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 
　

EDINET提出書類

株式会社ダイヘン(E01750)

四半期報告書

 6/20



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,019 13,554

  受取手形及び売掛金 ※2  38,349 ※2,※3  30,778

  商品及び製品 14,883 18,521

  仕掛品 9,886 11,593

  原材料及び貯蔵品 17,326 16,556

  その他 3,108 4,152

  貸倒引当金 △49 △513

  流動資産合計 98,525 94,644

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 19,797 19,861

   機械装置及び運搬具（純額） 7,017 6,542

   工具、器具及び備品（純額） 1,848 1,748

   土地 8,783 8,787

   リース資産（純額） 494 391

   建設仮勘定 2,075 1,566

   有形固定資産合計 40,017 38,898

  無形固定資産   

   ソフトウエア 1,712 1,644

   リース資産 49 34

   その他 251 235

   無形固定資産合計 2,014 1,914

  投資その他の資産   

   投資有価証券 13,530 17,121

   出資金 929 924

   長期前払費用 169 122

   退職給付に係る資産 5,480 5,732

   繰延税金資産 1,150 1,038

   その他 608 605

   貸倒引当金 △97 △98

   投資その他の資産合計 21,771 25,446

  固定資産合計 63,802 66,260

 資産合計 162,327 160,905
 

 

EDINET提出書類

株式会社ダイヘン(E01750)

四半期報告書

 8/20



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 27,856 ※3  26,421

  短期借入金 6,910 7,139

  1年内返済予定の長期借入金 3,784 4,084

  リース債務 181 141

  未払法人税等 1,820 729

  賞与引当金 2,871 1,434

  役員賞与引当金 90 25

  工事損失引当金 56 19

  その他 6,430 6,212

  流動負債合計 50,001 46,208

 固定負債   

  長期借入金 21,754 19,412

  リース債務 295 205

  繰延税金負債 959 1,851

  役員退職慰労引当金 51 59

  耐震工事関連費用引当金 706 669

  製品安全対策引当金 43 27

  退職給付に係る負債 1,951 1,946

  資産除去債務 74 74

  その他 1,145 1,145

  固定負債合計 26,982 25,392

 負債合計 76,983 71,601

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,596 10,596

  資本剰余金 10,016 10,023

  利益剰余金 59,628 62,420

  自己株式 △4,123 △4,193

  株主資本合計 76,117 78,847

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,987 4,928

  繰延ヘッジ損益 6 －

  為替換算調整勘定 1,704 659

  退職給付に係る調整累計額 △851 △611

  その他の包括利益累計額合計 3,846 4,976

 非支配株主持分 5,380 5,480

 純資産合計 85,344 89,303

負債純資産合計 162,327 160,905
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 100,274 97,321

売上原価 69,166 66,179

売上総利益 31,108 31,141

販売費及び一般管理費 ※1  26,563 ※1  24,957

営業利益 4,544 6,184

営業外収益   

 受取利息及び配当金 291 269

 持分法による投資利益 132 774

 為替差益 － 67

 その他 532 574

 営業外収益合計 956 1,686

営業外費用   

 支払利息 196 139

 為替差損 52 －

 売上割引 124 101

 その他 243 220

 営業外費用合計 618 462

経常利益 4,882 7,409

特別利益   

 固定資産売却益 77 －

 投資有価証券売却益 37 －

 特別利益合計 115 －

特別損失   

 貸倒引当金繰入額 － 464

 製品事故対策費用 － ※2  120

 投資有価証券売却損 34 －

 特別損失合計 34 584

税金等調整前四半期純利益 4,962 6,824

法人税等 1,409 1,893

四半期純利益 3,552 4,931

非支配株主に帰属する四半期純利益 109 94

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,443 4,836
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 3,552 4,931

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 686 1,974

 繰延ヘッジ損益 △0 △6

 為替換算調整勘定 △691 △1,039

 退職給付に係る調整額 △4 246

 持分法適用会社に対する持分相当額 △37 △21

 その他の包括利益合計 △47 1,152

四半期包括利益 3,505 6,084

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,400 5,965

 非支配株主に係る四半期包括利益 104 118
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く

結果となる場合には、税引前四半期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異

を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

 １ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

LASOtech Systems GmbH 478百万円 LASOtech Systems GmbH 407百万円

ダイヘン青森㈱ 7百万円 ダイヘン青森㈱ 0百万円

計 485百万円 計 408百万円
 

　

※２ 遡及義務のある売上債権譲渡残高

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

遡及義務のある売上債権譲渡残高 345百万円 174百万円
 

　

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しており

ます。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 －百万円 135百万円

支払手形 －百万円 3,093百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

運賃及び荷造費 4,215百万円 運賃及び荷造費 3,870百万円

旅費交通費及び通信費 896百万円 旅費交通費及び通信費 495百万円

給料手当及び福利費 8,373百万円 給料手当及び福利費 8,176百万円

賞与引当金繰入額 760百万円 賞与引当金繰入額 757百万円

役員賞与引当金繰入額 24百万円 役員賞与引当金繰入額 25百万円

役員退職慰労引当金繰入額 9百万円 役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

退職給付費用 306百万円 退職給付費用 534百万円

減価償却費 1,070百万円 減価償却費 1,004百万円

研究開発費 3,434百万円 研究開発費 3,428百万円
 

 
※２ 製品事故対策費用

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

製品事故対策費用は、当社の連結子会社が製造、販売した製品の焼損事故にかかる対策費用であり、主な内容

は復旧工事費用及び製品取替費用であります。

 
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 4,156百万円 3,744百万円
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(株主資本等関係)

 

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 995 40.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

2019年11月８日
取締役会

普通株式 1,119 45.00 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
 

(注) 2019年11月８日取締役会決議による１株当たり配当額には、創立100周年記念配当５円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 991 40.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

2020年11月６日
取締役会

普通株式 1,052 42.50 2020年９月30日 2020年12月３日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
(注)

合計
電力機器
事業

溶接メカトロ
事業

半導体関連
機器事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 47,404 31,877 20,843 100,125 149 100,274

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 12 － 12 － 12

計 47,404 31,890 20,843 100,137 149 100,287

セグメント利益 3,405 2,582 1,998 7,987 45 8,032
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,987

「その他」の区分の利益 45

セグメント間取引消去 0

全社費用 (注) △3,489

四半期連結損益計算書の営業利益 4,544
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
(注)

合計
電力機器
事業

溶接メカトロ
事業

半導体関連
機器事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 44,081 27,182 25,907 97,172 149 97,321

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 14 － 14 － 14

計 44,081 27,196 25,907 97,186 149 97,335

セグメント利益 3,739 1,609 4,195 9,544 54 9,598
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 9,544

「その他」の区分の利益 54

セグメント間取引消去 0

全社費用 (注) △3,413

四半期連結損益計算書の営業利益 6,184
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益 138円81銭 195円93銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 3,443 4,836

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

3,443 4,836

普通株式の期中平均株式数(株) 24,805,946 24,683,554
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

第157期(2020年４月１日から2021年３月31日まで)中間配当について、2020年11月６日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                               1,052百万円

② １株当たりの金額                              42円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日    2020年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2021年２月５日

株式会社ダイヘン

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

大阪事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴   崎   美   帆 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今   井   康   好 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイヘ

ンの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイヘン及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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